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選択－５ 小学校 
高学年 
中学校 

学習のねらい ～火山災害について学ぶ～ 
 ○新潟県内の活火山を知る。 
 ○火山が引き起こす災害と身を守る行動を知る。 

学習内容（展開例） 指導ポイント・使用資料 

【
導
入
】 

１．新潟県の火山について学習すること

を伝える 

 

①火山について知っていることを発表させて、

出てきた言葉を板書する。 

 

 

②「新潟県には、噴火するかもしれない活火山

が2つあることを知っているか」と問いかけ、

発表させる。 

 

③新潟県内の火山と、火山がもたらす災害につ

いて学習することを伝える。 

◆資308：火山と火山災害の基礎知識 

 資309：新潟焼山の噴火警戒レベル を参照 

 

■想定される答え 

・活火山 ・休火山 ・火山灰 

・溶岩  ・噴煙   など 

  
■想定される答え 

・焼山（新潟） 

 ※ここでは正解を教えずに、授業への興味を

高める。 

【
展
開
】 

２．新潟県内の活火山を紹介する 

 

①新潟県の活火山は「焼山」と「妙高山」であ

ることを伝える。 

 

 

②ワークシートを配付し、2つの火山について

教える。 

 

 

３．火山が引き起こす災害について教える 

 

①活火山は今後噴火する可能性がある火山であ

ることを説明し、「火山が噴火したらどんな

ことが起こるだろうか」と問いかけ、発表さ

せる。 

 

②ワークシートを配付し、イラストや解説文を

使って、火山災害について教える。 

 

③火山活動には前ぶれがあり、危険な場合は気

象台や市町村が警戒情報や避難指示などの情

報を出すので、こうした情報に注意して行動

することを伝える。 

 

 

 

 

 

 

◆ワークシートＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ワークシートＥ 

 

  

【
ま
と
め
】 

４．学習した内容を振り返る 

 

①ワークシートに、授業の感想などを書かせて

発表させる。 

  

 

 

知る 

考える 

行動する 

＜指導ポイント＞ 

○警報が出たら避難の準備をし、避難指示

が出たら速やかに避難すること。 

焼山 妙高山 
（新潟焼山全景 北側から 
2003年９月29日 気象庁撮影） 

（妙高山全景 東側から 
2009年5月7日 気象庁撮影） 


